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16. 宮田恵吾，楠本三郎，米倉 剛，江口正倫，武野正義，小出優史，池田聡司，河野浩章，坂本一郎，前村浩二： 大

動脈炎症候群に伴う内胸動脈瘤をコイル塞栓にて治療しえた１例．第 299 回日本内科学会九州地方会抄録集： 

pp.53, 2012 

17. 逸見朋子，南 一敏，内田雄三，白石嘉憲，布廣龍也，中嶋 寛，高園貴弘，前村浩二： ステロイドが著効を示

した急性肺性心の１例．第 299回日本内科学会九州地方会抄録集： pp.54, 2012 

 
B-d 

1. 前村浩二: Ⅱ.分担研究報告 4.弾性線維性仮性黄色腫の病態把握ならびに診断基準作成：循環器科領域．厚生労働

科学研究費補助金難治性疾患克服研究事業 弾性線維性仮性黄色腫の病態把握ならびに診断基準作成 平成 23

年度 総括・分担研究報告書 pp.41-45，2012 

 

学会発表数学会発表数学会発表数学会発表数 

A－a 
A－b 

B－a 
B－b 

シンポジウム 学会 シンポジウム 学会 

０ ０ ６ ２ ０ ４９ 

 

社会活動社会活動社会活動社会活動 

氏名・職 委 員 会 等 名 関 係 機 関 名 

前村浩二・教授 
評議員、指導医 

内科認定医制度審議会地区委員 

日本内科学会 

前村浩二・教授 

社員、九州地方幹事 

情報広報委員会委員 

学術委員会高血圧動脈硬化部会委員 

生涯教育委員会委員 

心臓移植適応検討小委員会委員 

日本循環器学会 

前村浩二・教授 

理事 

The 18th International Vascular Biology Meeting Local 

Advisory Board 

日本血管生物医学会 

前村浩二・教授 
評議員 

FJCC 資格審査委員 

日本心臓病学会 

前村浩二・教授 

評議員、指導医 

高血圧治療ガイドライン 2014リエゾン委員 

生涯教育委員会地域世話人 

日本高血圧学会 

前村浩二・教授 
評議員、指導医 

ガイドライン普及啓発セミナー地区委員 

日本動脈硬化学会 

前村浩二・教授 評議員 日本脈管学会 

前村浩二・教授 評議員 日本臨床分子医学会 

前村浩二・教授 評議員 日本時間生物学会 

前村浩二・教授 評議員 日本心脈管作動物質学会 

前村浩二・教授 評議員 日本抗加齢医学会 

前村浩二・教授 代議員 日本老年医学会 

前村浩二・教授 評議員 International Society of Heart Research 日本部会 
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前村浩二・教授 評議員 日本脳血管抗加齢研究会 

前村浩二・教授 編集委員 Arteriosclerosis Thrombosis Vascular Biology 

前村浩二・教授 編集委員 Circulation Journal 

前村浩二・教授 編集委員 International Heart Journal  

前村浩二・教授 編集委員 時間生物学 

前村浩二・教授 Advisory Board 心臓 

前村浩二・教授 編集委員 内科系医学誌・medicina 

前村浩二・教授 編集アドバイザー Cardiovascular Frontier 

前村浩二・教授 編集アドバイザー Cardio-Renal Diabetes 

前村浩二・教授 研究委員 (財)日本心臓血圧研究振興会 

前村浩二・教授 長崎県世話人 日本高血圧協会 

前村浩二・教授 特定疾患対策協議会審査部会委員 長崎県 

前村浩二・教授 長崎県急性心筋梗塞検討委員会委員 長崎県 

前村浩二・教授 臨床研究部顧問 (財)放射線影響研究所 

河野浩章 

・准教授 

代議員 日本老年医学会 

河野浩章 

・准教授 

幹事 心筋生検研究会 

河野浩章 

・准教授 

世話人 九州心臓リハビリテーション学会 

河野浩章 

・准教授 

世話人 長崎心臓リハビリテーション学会 

河野浩章 

・准教授 

評議員 日本心臓リハビリテーション学会 

河野浩章 

・准教授 

評議員 日本循環器学会九州支部 

小出優史・講師 評議員 日本循環器学会九州支部 

池田聡司・講師 九州地方会代議員 日本老年病学会 

池田聡司・講師 社員 日本循環器学会 

池田聡司・講師 評議員 日本臨床生理学会 

池田聡司・講師 評議員 日本肺循環学会 

 

競争的研究資金競争的研究資金競争的研究資金競争的研究資金獲得状況獲得状況獲得状況獲得状況（共同研究を含む）（共同研究を含む）（共同研究を含む）（共同研究を含む） 

氏名・職 資 金 提 供 元 代表・分担 研 究 題 目 

前村浩二・教授 

 

厚生労働省 分担 厚生労働科学研究費補助金(難治性疾患克服

研究事業) 

「弾性線維性仮性黄色腫診断基準作成」 

前村浩二・教授 

 

文部科学省 分担 新学術領域研究  

心臓イオンチャネルの遺伝子異常と機能破

綻の分子基盤 

前村浩二・教授 

 

日本学術振興会 分担 基盤研究 (B)  

全エクソンシークエンスによるブルガダ症

候群の新規原因遺伝子の探索と分子病態の

解明 

池田聡司・講師 日本学術振興会 代表 基盤研究（C） 
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グルタチオン化蛋白を用いた新規酸化スト

レスマーカーの開発とその有用性の検討 

古賀聖士・助教 日本学術研究会 代表 若手研究（B） 

Ｐｅｎｔｒａｘｉｎ３による冠動脈不安定

プラークの存在と破綻の予測 

江口正倫・医員 長崎医学部同窓会医学研究助成金 代表 肺高血圧症に対する脂肪由来幹細胞(ADRCs)

を用いた細胞移植療法の有効性の検討と肺高

血圧症のバイオマーカーとして PTX3 の有用性

の検討 

前村浩二・教授 ペルセウスプロテオミクス  冠動脈疾患における Pentraxin3 のバイオマ

ーカーとしての役割 

 

その他その他その他その他 

非常勤講師 

氏名・職 職（担当科目） 関 係 機 関 名 

小出優史・講師 非常勤学校医 長崎総合科学大学 

小出優史・講師 非常勤学校医 長崎総合科学大学附属高校 

武野正義・助教 非常勤講師（循環器病学） 長崎市医師会看護学校 

深江学芸・助教 非常勤講師（循環器病学） 長崎市医師会看護学校 

 

新聞等に掲載された活動 

氏名・職 活動題目 掲載紙誌等 掲載年月日 活動内容の概要と社会との関連 

前村浩二・教授 第76回日本循環器学会学

術集会 愛と情熱 –アジ

アから世界へ- 九州１１

大学 循環器内科の連携． 

読売新聞 2012年 

2月 19日 

日本循環器学会学術集会に合わせて、九

州における循環器診療の現状について

一般向けに解説し、市民公開講座の開催

を案内した内容である。 

前村浩二・教授 知ってほしい、心不全の

新しい治療 〜心臓再同

期療法(CRT)〜 

長崎新聞 2012年 

10月 28日 

心不全の症状の特徴、治療法について一

般向けに解説した内容である。 

 


